
 

 
 
 
 
 
 
 
 

新しい１年が始まりました。皆様にとって幸せな年となりますようお祈り 

いたします。また、児童・生徒たちの充実した毎日、豊かな将来に向けて日々 

取り組んでいきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、高等部１年生ではインターンシップを予定していましたが、緊急事態 

宣言の発令に伴い、現在延期をしております。緊急事態宣言が解除されました 

ら改めて実施していきたいと思います。 

また、高等部３年生は卒業後の生活に向けて、具体的に準備する時期とな 

ります。不安と期待が入り混じるところではありますが、腰を据えて充実し 

た３学期を過ごすとともに、今の仲間と過ごせる時間を大切にしてもらいた 

いと思います。また、進路先について迷っている方につきましては、焦らず、じっくりと納得のできる進路先

について考えていきましょう。進路決定に当たり御不明な点、御不安な点がありましたら、遠慮なく担任、進

路担当まで御相談、御連絡ください。 

 

 

～ PTA 進路研修会～ 

『親なきあと』も安心して暮らすために 

～知っておきたい制度と仕組み～ 

「親なきあと」相談室主宰／行政書士・社会保険労務士  渡部 伸 氏 

 

今年度の研修会は、昨年度までのテーマ「地域で生きていくこと」

をさらに広くとらえ、「親なきあと」をテーマに、お金について、

生活の場、困ったときの支援について、世田谷区手をつなぐ親の会

会長でもある渡部伸様に御講演いただきました。 

 

障害のある子に財産を残す場合は、遺言や信託、共済制度、個人

型確定拠出年金（iDeCo）等、本人が使える形で残すことが大事で

あるという話では、専門用語をわかりやすく教えてくださいまし

た。 

成年後見制度は少しずつ使いやすいものになってきているとい

うお話では、今後に希望を感じました。また、他県の共生型グルー

プホームや親子で住める有料老人ホームの取組は、実際に見学したいと思いました。 

 

渡部様の御家族の話や具体的なエピソードをユーモアいっぱいにお話しくださり、あっという間の研修会でし

た。最後に、『いざとなったらなんとかなる！』と笑顔でおっしゃってくださり、温かい気持ちになった方が多か
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ったのではないでしょうか。 

初めての Zoom での開催でしたが、音声が聞こえにくい場面もあったものの概ねよかったとの感想をいただ

いております。何度もWi-Fi や Zoomのテストを行ってくださった PTA進路部の保護者の皆様、本当にお疲れ

様でした。 

参加された方々から感想をいただきましたので、一部紹介させていただきます。 

 

 

 

 

   

 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 部門 清掃技能検定について（12/15、22） 

B 部門高等部の環境整備班は、毎年 8 月と 12月に清掃技能検定を受けています。生徒たちは、全10

種目の中から自分で種目を選び、最高位の 1級を目指して挑戦します。種目によっては６0 項目近くの

チェックをすべて合格しないといけないので、1級を獲得する道のりはなかなか厳しいものです。 

今年度は新型コロナウィルス感染拡大防止のため、初めて各校で実施されました。自分たちで決められ

たとおりに検定会場を設営し、授業では 10 月から、検定 2週間前からは放課後も練習してきました。

練習では、生徒たち自身が審査員役と生徒役を交互に行いました。特に 3年生は最後の検定になるの

で、なんとか前回取得した級より上を目指そうと頑張っていました。 

当日は、とても静かな会場で例年と同じような緊張感の中で受検し 

ました。ふだんより丁寧に作業する生徒、次の動きを頭の中で確認し 

ながら動く生徒、廊下で待っている間も誰もおしゃべりせず真剣その 

ものでした。 

環境整備班の教員が言い続けてきたのは、大事なのは結果までの 

プロセス（練習を続ける）と結果をその先にどう生かしていくか、で

す。3年生は社会に出てからも、2年生は進級に向けて、今回の経験 

を基に成長してほしいと願っています。 

 

 

PTA 進路研修会 感想（本校の方、市内小中学校の方より） 

 
◆距離的に学校に出向くことが難しい為、オンライン開催をして頂き大変感謝しております。まだまだ

先のことと思っていましたが、今のうちから知識があるのとないのではこれからの過ごし方が変わって

くると思います。講師の先生の実体験・経験に基づいたお話がとても分かりやすく、同じ障害をもつ子

の親として共感する部分が多くありました。そして正直なご意見も心に響きました。 

◆年金とiDecoを今後やっていきたいと考えました。人と人の繋がりが重要なこと、それによって本当

に困った時はどうにかなるという事を伺い、漠然とした不安が和らぎました。 

◆ショートステイは、親元を離れる練習になるのですね。中学生になったら、ぜひショートステイを利

用します。信託や日常生活自立支援事業等の福祉サービスのこと、また状況は良くなってきていること

を知り、親なき後も非常に安心することができました。 

◆親なき後のことを考えていなかったわけではありませんが、真剣に考えるとすごく心配になってしま

うので、そのうち･･･という感じでいました。本日のお話を聞いて、ただ心配や不安になるだけではな

く、今からできることを少しずつ始めていこうと前向きな気持ちになりました。 

 



『 相模原市 就労移行支援事業所 

オンライン 合同説明会 開催！』 
相模原市内にある１５ヶ所の就労移行支援事業所が、順番に１５分間のビデオで自己紹介を行います。 

事業者リスト（配信順）は、下をご参照ください。 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配信期間 令和３年 １月２９日（金）～ 令和３年 ２月２８日（日） 

申込み期間 令和３年 １月２２日（金）～ 令和３年 ２月２６日（金） 

申込み方法 

申込み希望の方は、syurou@sagamihara-shafuku.or.jp までメールで 

お申込みください。このオンラインは申込みのあった方のみ見ることができま

す。お申し込み後、参加するためのURLが送られてきます。 

アンケート 
申込まれた方には、御覧になった後で、メールでのアンケートに御協力をお願

いいたします。 

就労移行支援事業所とは 

 一般就労を目指す人向けに、就労に必要な自己理解、適した業務、準備訓練、職場適応な

ど、就労に関わる支援に取り組んでいる（原則２年以内の期限付き）通所型の事業所です。 

 

A 部門 移動検定について 

 A 部門では、生活指導部と自立活動部が連携して安全 

教育の一環として「移動検定」を行っています。項目は、 

校内見守り・校内自立・校外見守り・校外自立の4 項目で、あらかじめ設定されたルートを歩行または車

いすで走行して修了の可否を判定します。 

また、校外自立の検定では、実技検定だけでなく、交通安全の一般的な知識や緊急時の対応方法に関す

る聞き取り（または筆記）テストを合わせて実施しているほか、修了することが「ひとり通学」を実施す

る前提条件となっています。 

なお、この移動検定は、安全を保証するものではなく、あくまでも、自力移動を行うため 

の安全指導の一環として練習を行う過程を重視したものとなっています。修了後も校内校外 

問わず、安全な移動を心がけると共に、自分の力で移動する楽しさを感じてもらえればと 

思います。 

 ＊＊＊地域のお知らせ＊＊＊ 

mailto:syurou@sagamihara-shafuku.or.jp


町田の丘学園進路だよりでは、地域の施設や支援機関、保護者の皆様からの情報をお待ちしております。 

掲載希望の情報がございましたら、進路指導部までお寄せください。 

＜東京都立町田の丘学園＞  【電話】０４２－７３７－０５７０ 【ＦＡＸ】０４２－７３７－０５８０ 

 

 

 


